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��� 誤差について en�� � e�nが成り立っているから，�次収束であると推測される。これを理論的に示す

ため，ニュートン法の反復式の両辺から f�x� � �の解 �を引いて誤差 enに対する漸化式を求めると，

次のようになる。
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�� �� �だから，enは確かに �次収束する

ことがわかる。

�	� 誤差について en�� � e�nが成り立っているから，�次収束であると推測される。これを理論的に示す

ため，ニュートン法の反復式の両辺から f�x� � �の解 �を引いて誤差 enに対する漸化式を求める。
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なので，分母が �になる心配はない。以上の考察の下で漸化式を求めると次のようになる。
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問題 �

��� yi � cosxiとすると，y� � �，y� �
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，y� � �である。したがって，x � xiで

�，x � xj（j �� i）で �をとる 	次多項式を �i�x�とすると，ラグランジュ補間の公式より，
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となる。

��� ラグランジュ補間の誤差の公式において f �	
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dx�
cosx � � sinxに注意すると，次のように絶

対誤差の上限が得られる。
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��� 小問 ���で求めた補間式に x � �
� を代入すると，
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となる。これは小問 ���で求めた上限に比べて確かに小さい。
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問題 �

��� 台形公式では，点 x� � �，xn � �での関数値に重み h
�，それ以外の点 xj � jh（j � �� �� � � � � n� �）

での関数値に重み hを掛けて加えるから，次のようになる。
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��� シンプソン公式では，両端の点での関数値に重み h
�，点 x�� x�� � � � � xn�� での関数値に重み �

�h，点

x�� x�� � � � � xn��での関数値に重み �
�hを掛けて加えるから，次のようになる。
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��� 真の積分値は I � �
	 であるから，小問 ���の結果より，台形公式の誤差は �

�h
� � �

��h
�であり，h�の

オーダーとなる。一方，小問 ���の結果より，シンプソン公式の誤差は �
�	h

�であり，h�のオーダー

となる。
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